
Ⅰ. 目的

療育キャンプとは，疾患や障害のある幼児・
児童を対象に実施されるキャンプである。その
目的はさまざまで，喘息児を対象とした喘息の
予防・治療を目的として（加藤ら，2001），ア
レルギー性疾患克服のために日常的な軽スポー
ツの実践の契機提供の場として（大川ら，1996）
それぞれ実施されている。また，障害児を対象
としたものには，自閉症児に対して動作訓練法
を行うことを目的とした動作訓練キャンプ（川
間ら，2004），ことばの発達に何らかの問題を
もつ子どもたちとその家族を対象に，子どもた
ちの楽しみや両親の悩みを話し合うことを目的
とした療育キャンプ（林ら，2000）が実施され
ている。治療的な意味合いが強い療育キャンプ
では，子どもへの指導効果（川間ら，2004），
キャンプ参加前後での児童の変化（大川ら，

1996；加藤ら，2001），など子どもの指導効果
についての先行研究が多くみられる。子どもの
楽しみや保護者同士の交流を目的としたキャン
プでは，キャンプ運営の改善を目的として保護
者のニーズを明らかにしようと，14名の両親に
アンケートを実施し，キャンプの参加目的，キ
ャンプの満足度などの設問について４件法にて
調査を行っている（林ら，2000）。その結果，
保護者が「情報収集」，「他の両親と知り合う」，
「家族でキャンプを楽しむこと」の3点を目的に
キャンプに参加しており，キャンプ終了後のそ
れぞれの目的の満足度については，「家族でキ
ャンプを楽しむこと」以外の２つでは「やや不
満」と答えたものが多かったことを報告してい
る。しかし，林らの研究では４件法で回答を求
めたため，保護者が具体的にどのようなニーズ
を持っているかということは明らかにされてい
ない。
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The aim of this study is to clarify the support that needs of parent who participated in camping

for children with disabilities. The questionnaire was adopted as following items. It consists of

three questions. 

1）What is the purpose of participating in this camp?

2）What is the impression that participated in camping?

3）Participating in the camp, there is a change in mind-set about raising children?

Consequently, 12 responses were collected from parent.

As a result, the needs of the parent understood that it was joint ownership of the experience with

the family, support to the brethren, and network construction with the other families. It was

suggested that the parent needed daily interchange
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そこで本研究では，療育キャンプに参加した
保護者がどのような目的でキャンプに参加した
のか，キャンプの参加前後でどのような気持ち
の変化があったのか，またキャンプの活動を通
してどのような支援を求めているのか，につい
て保護者のアンケートの自由記述より明らかに
することを目的とする。

Ⅱ．方法

１．療育キャンプの概要
（1）キャンプの目的
療育キャンプは保護者の交流の場となること

を主な目的として実施した。キャンプの目的は
参加申込用紙に記載し参加者にも告知した。
（2）療育キャンプ参加者について
療育キャンプは2006年11月３，４日（１泊２

日），Ｔ県の県立少年自然の家で行われた。参
加募集は，2006年７月よりＴ県内の療育施設に
参加申込用紙を配布し，掲示してもらうように
依頼した。またボランティアスタッフも同様に，
参加を求める資料をＴ県内の大学などに配布し
たり，知り合いの保育者や教員に手渡しで配布
し，参加を呼びかけた。その結果，障害のある
幼児（９名）とその家族（父：５名，母９名，
きょうだい11名）の９家族から参加申し込みが
あった。またボランティアスタッフとして32名
の参加申し込みがあった（保育者：８名，教
員：12名，学生：12名）。対象幼児の年齢は３
歳：１名，４歳：２名，５歳：４名，６歳：２
名であった。きょうだいの年齢は１歳から11歳
であった。
障害幼児の家庭での様子や得意なこと，苦手

なことなどを把握するために，参加した家族に
は，事前に調査票を郵送し，記入を求めた。ま
た調査票では参加幼児の障害名を記入する欄を
特に設けなかったために，障害別による参加人
数は未定である。
（3）事前準備について
子どもたちがキャンプのことを理解できるよ

うに，部屋の写真や当日のプログラム，子ども
と担当ボランティアのペア（障害幼児もきょう
だいも，全員１人ずつボランティアスタッフと
ペアを組んだ）を掲載した「キャンプのしおり」
を作成した。了解の得られた参加者は顔写真を
しおりに掲載し，当日までに名前と顔が一致す
るような配慮を行った。しおりはそれぞれの家
族，ボランティアスタッフに対し，郵送にて事
前に配布を行った。

（4）キャンププログラムについて
当日のキャンププログラムを表１に示す。プ

ログラムでは，保護者間の交流を持ちやすくす
るために，プログラムの構成に以下のような配
慮を行った。まず初めに「はじまりの会」を持
ち，各家族やボランティアとの顔合わせを行っ
た。次に全体の活動として「音楽ムーブメント」
を行った。子どもと共に体を動かし活動をする
ことで，子どもを仲立ちとして保護者同士の会
話のきっかけづくりになるようにした。その後，
大ホールで休憩の時間を取り，子どもと担当ボ
ランティアが遊ぶ付近で保護者同士が話をする
ことができるようにした。
また，親がゆっくりと話せる機会を作るため

に，子どもが就寝後，大人だけの「お話の会」
の時間を設けた。子どもにはスタッフが付き添
い，安全確認を行った。
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表１　キャンププログラム

《１日目》

13：00
13：30

15：00
15：30
16：00
17：30
19：00
20：00

現地集合
はじまりの会
音楽ムーブメント
休憩・おやつ
タッチングプール体験
入浴・自由行動
夕食
SKIPコンサート
就寝

子どもが就寝した親から「お話の会」に参加

《２日目》

6：30

7：30
9：00

11：00
11：30

起床
体操・海辺を散歩
朝食
音楽ムーブメント
楽器作り・楽器演奏
おわりの会
現地解散

２．調査対象
調査の対象者は，療育キャンプに参加した保

護者14名である。アンケートは療育キャンプ終
了時の2006年11月に郵送にて依頼し，同封した
返信用封筒にて回答を求めた。12名（父親：４
名，母親：８名）の保護者から回答を得られた
（回収率　85.7％）。



３．アンケート項目
アンケートは以下の３項目に関して質問を行

い，自由記述にて回答を求めた。
（1）このキャンプに参加しようと思った理

由を教えてください。
（2）キャンプに参加しての感想をお聞かせ

ください。
（3）キャンプに参加してお気持ちなどの変

化があれば教えてください。

Ⅲ．結果と考察

保護者からの記述を「キャンプの参加理由」
「キャンプに参加しての感想」「キャンプ参加前
後の気持ちの変化」の３つの質問項目にそって
まとめる。

１．キャンプの参加理由について
参加理由については，家族揃っての外出の機

会と考えて，他の家族との交流を望んで，気を
遣わず参加できるから，きょうだいのために，
という理由が挙げられた。代表的な保護者から
の回答を表２に示す。

理解があるという認識から，保護者の「我が子
の言動が他人にどう思われているのか」という
不安感が軽減されたものと考えられる。
２点目として，障害児を育てる同じような立

場の家族と交流できる場が少ないことが明らか
になった。療育施設に通っている場合には，同
じような悩みを持つ保護者同士が知り合う機会
は比較的持ちやすいと思われるが，現実には送
迎時に顔を合わせる程度でゆっくりと話す時間
はない。また，幼稚園・保育所に在籍している
場合には，我が子以外に障害幼児が在籍してい
ないことや，障害児かと思う幼児をみかけたと
しても，相手の母親が子どものことをどう捉え
ているか分からないために迂闊に話しかけられ
ないといった現状であることが，キャンプ中に
母親から語られた。
これらのことから，障害幼児を育てる家族は，
外出しづらく家庭と療育施設・幼稚園・保育所
の往復になりやすいこと，そのために他の家族
との交流の機会も自然と少なくなっていること
が分かった。

２．キャンプに参加した感想について
この項目では，主にきょうだいに関すること，
母親自身に関すること，そして夜のお話の会に
関することが記述された（表３）。
きょうだいに関しては，キャンプ中に小学校

中学年・高学年のきょうだいと担当ボランティ
アが，家族から少し離れたところで２人で話す
姿が何度も見られ，きょうだいが対象幼児の付
き添い的な感覚ではなく，主体的にキャンプを
楽しんでいる姿があった。きょうだいの担当で
あった１名のボランティア参加者からは，キャ
ンプ後も手紙のやりとりで交流が続いているこ
とが話された。三原ら（2005）は，障害児の両
親は子どもと過ごす時の楽しさなど意識面に関
しては，障害児ときょうだいに対して相違を示
さないが，悩み・心配の面では，きょうだいよ
りも障害児のことをより強く気にかけているこ
とを述べた。また，古川ら（2006）は，障害児
を妹・弟にもつ場合，特に姉は親のような役割
をすることがありその役割を変化させにくいこ
と，障害児を姉・兄に持つ場合，年齢差が２年
以内の男児は傷つきやすい傾向があることを報
告している。これらのことから，障害児のきょ
うだいは親に甘えたくても我慢をしていたり，
心配をかけまいと振舞ったりすることが考えら
れる。柳澤（2007）は，日本におけるきょうだ
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表２　参加理由について

父親Ｃ

・次女（対象幼児）が自宅と療育施設な
ど特定の場所でしかトイレが出来ないた
めに、家族みんなでの遠出はしなくなっ
ていたので、今回は良い機会だと思った。

父親Ｄ
・他の家族との交流、現場の声を聞いて
みたいこと。なにより家内の精神的な負
担軽減。

母親Ｅ
・気を遣うことなく家族で泊まれるよい
機会だとおもったから。

母親Ｆ
・本人だけでなく兄妹のストレス発散の
機会になると思ったから。

この結果からまず，障害幼児をもつ家族にと
って「家族で外出することや，旅行にでかける
ことは難しい」と保護者自身が感じていること，
また楽しいはずの家族揃っての外出もストレス
になる場合があることが明らかになった。障害
のある子どもは，新奇な場所や突然の予定変更
が苦手なことが多く，外出先でパニックになっ
たり，突然大声を出すようなこともある。この
ような場合，周囲の人からは理解が得られにく
く，保護者にとってはストレスが多い場面であ
ることが考えられる。しかし，今回のキャンプ
では，参加者にある程度障害についての知識や



いへの支援は，専門家を必要としない学生ボラ
ンティアを中心としたレクリエーション活動が
主流であり，そこでは他のきょうだいとの交流
や話し合いが行われているが，それだけでなく
きょうだいがどのような思いを持つのかなど，
彼らの心理社会的な問題への教育的支援が必要
であると述べている。本キャンプでは家族・担
当ボランティアが共に活動をすることで，きょ
うだいもリラックスした状態になり，話しやす

い雰囲気が作られたと考えられる。その中で，
経験を積んだ教員・保育経験者が，年上の話し
相手という立場でサポートをしたことで，きょ
うだいも自然と自らの思いを表出することが可
能となったと思われる。
母親自身に関することではキャンプに参加す

ることで，母親自身がウキウキした，明るくな
り，家に帰ってからも元気にしている，学生時
代に戻ったような楽しさを味わったことが記述
された。前述のとおり，外出の機会が限られて
いたり，周囲からの理解が得られにくいと感じ
ながら外出していたりする母親が，キャンプ参
加に期待をもち，楽しさを感じたことが明らか
になった。
また，お話の会に関しては，夜の話し合いの

時間があったので他の母親とたくさん話すこと
ができた，子どもにスタッフがついてくれるこ
とで安心して参加できた，子どものことを気に
せず話ができる貴重な時間となった，という記
述が見られた。当初，お話の会は21時から23時
過ぎまでを予定していたが，実際には話し足り
ず，深夜1時頃まで続けられた。泊りがけとい
うことで保護者らは，時間を気にせずに話すこ
とができた様子であった。常に子どもの居場所
や安全を気にかける必要があり（苅田ら，1998），
他家族との交流の機会が少ない障害児の保護者
にとって，大人だけで話し合える夜のお話の会
は，貴重な機会となった。このように，１泊２
日の療育キャンプが保護者にとっても意義ある
活動となったことが示唆された。

３．キャンプの参加前後での気持ちの変化に
ついて
キャンプの参加前後の気持ちの変化では，相

談できる人やネットワークが出来たと感じられ
ること，子どもの成長を感じられたり，集団で
の姿を理解できたというもの，そのことから子
どもの就学について父母間で意思統一できた，
という記述があった（表４）。
保護者同士の交流や人とのつながりができた

ということに関しては，保育者など本来サポー
トをするべき立場の人からも理解が得られない
ケースや，話を聞いてくれたり相談できる相手
ではなく「常に指導される先生」であることが，
数名の母親から語られた。誰にも話す相手がな
い場合，より不安感や孤独感が高まる。今回，
保護者同士がお互いの悩みや不安に関して語り
合うことで，共感しあえる関係が構築されたと
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表３　キャンプに参加しての感想

母親Ｂ

・夜の話し合いは、子どもが難しい時間
なので心配でしたが、スッタフの方がし
っかり見てくださっていたので、安心し
て参加できました。

母親Ｃ

・スタッフの方が子どもを見ていてくれ
たので、夜の話し合いの時間は安心して
貴重な時間を過ごすことができました。
・子どもの成長を自覚しました。子ども
のいいところたくさんみつけました。
・きょうだいにも担当の方がいたことで
安心して過ごせました。

母親Ｄ

・家族揃っての初旅行だったので、自分
自身がウキウキしていた。父親が参加し
てくれてヨカッタ！姉妹一人ひとりにス
タッフの方がずっと一緒にいてくれたこ
とで、一歩引いた形で子どもたちの様子
をみることも出来たし、親もキャンプを
楽しむことができた。

母親Ｆ

・いつも我慢させる事も多い兄が少し緊
張していたものの、子どもらしいのびの
びとした笑顔で楽しめていたのが嬉しか
ったです。人の目を気にしたりする必要
がないので、親も子どももリラックスし
て過ごせた。日々悩みを抱えながらも、
一生懸命頑張っているご家族と出会い、
心強い仲間ができたことがよかった。学
生時代に戻ったような楽しさを味わっ
た。

母親Ｇ

・夜の大人だけの話し合いの時間があっ
たから、他のお母さんと話せ、楽しい時
間が過ごせました。たくさんのお母さん
と子どもを気にせず話せたことがよかっ
た。

父親Ｂ

・ボランティアさんと別れて、車で帰っ
ていると、姉が寂しさのあまり泣き出し
てしまいました。それほど親密にしてい
ただけたと思いました。

父親Ｃ

・安心して、夜子どもを預けて話し合い
に参加できたことが我が家にとってすご
く貴重な時間でした。参加者が自閉症の
知識や理解があるので、人の目を気にす
ることなく団体行動の輪に入れたことが
嬉しかったです。



考えられる。加藤（2008）は，乳幼児を育てる
母親の幸福感とそのサポートの関係を調査し
た。その結果，道具的サポート，情報的サポー
トなどの中で，悩みを聞いてくれる等の母親の
情緒的部分を支えるサポートと幸福感に関係が

あることを明らかにした。キャンプに参加した
母親たちも，キャンプで構築されたネットワー
クや，父親からの理解が得られたことなど，精
神的な支援を受けることができ，母親の精神的
安定を高めたと思われる。このことは，障害の
ある幼児の育児にとっても大きなプラスの影響
となったことが考えられる。
また，同時に保護者間において，様々な情報

交換がなされた。それは，例えば就学に関する
ような大きな問題から，障害幼児を診察しても
らえる歯科医院や，遊びに連れていきやすい公
園，飲食店などにまで話題が及んだ。このよう
な情報交換は，子育てを行う上で役立つ情報で
あると共に，子育て上のリフレッシュにもつな
がる。このような話題は，専門家による支援で
は得られにくい楽しさを味わうことが可能であ
り，母親の精神的支援には，このようなことも
必要であることが考えられる。
次に就学問題などで父母の意思統一がされた

ことが挙げられた。集団での我が子の姿を共に
観察したことで，子どもに対して共通の理解を
持つ機会となった。
その結果，キャンプ後に就学に関して夫婦間

で話をすることが増え，段々と意見がまとまっ
てきたものと思われる。ある母親は申込用紙に
「子どもの姿を父親が本当の意味で理解してい
ないために，就学問題などでも深まった話がで
きない」という不満を記述していた。父親は仕
事のために時間的な制約が大きく，母親ほど子
どもと関わる時間がないことから夫婦間での意
識のずれが起こると考えられる。そのため父親
は集団生活における子どもの困難さを理解しに
くい点がある。松山ら（2006）は，障害をもつ
幼児の父母を対象に調査を行い，父母間での
「妻への精神的援助」に対する認識のずれが母
親の心理的健康状態に影響していることを報告
している。また，小島ら（2007）の調査では，
母親の精神的負担感が高いと思われる障害児の
育児には父親による「精神的育児関与」が健常
児以上に求められていること，時間的な制約の
多い父親が実行しやすい精神的サポートを母親
が求めていることを明らかにした。今回のアン
ケートからも，子どもと社会を繋ぐ役割を担っ
ている自分の大変さを理解して欲しいという，
精神的なサポートを母親が求めていることが示
唆された。また父親がキャンプに参加し，集団
での子どもの姿を認識したことで，「団体行動
をする上での，現状を前より理解することがで
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表４　キャンプ前後の気持ちの変化について

母親Ａ

・アドバイスを受けたことで、次にすべ
き事が分かってスッキリできた。また壁
にぶつかっても聞いてくれる人がいる、
相談できる人が増えたことで気持ちが強
くもてている。

母親Ｂ

・キャンプから戻ってからキャンプの写
真をみた息子が「キャンプが写っとう。」
と言っていたのですごく嬉しかったで
す。お土産の花に毎日水をやって楽しか
ったキャンプを思いだすことが出来てい
ます。

母親Ｃ

・ボランティアさんの名前など、短い言
葉だけど子どもの方からキャンプの話題
が出ることがあり、よい思い出が出来た
と思えること。子どもの療育に直接関係
することでなくても、具体的にできる範
囲から実行しようとするようになった。

母親Ｄ
・夫婦揃って親に余裕ができた。子ども
たちと写真をみながらキャンプの話をす
ることが出来ている。

母親Ｆ

・就学に関して夫婦で同じ選択肢を持
ち、目標を１つにできました。単身赴任
で離れて暮らしている分、子どもの状態、
障害への理解が不十分だった主人が、現
状を受け入れてくれたように感じていま
す。

母親Ｈ

・すごく明るくなった。１週間は家に帰
っても元気にしています。世の中にはま
だまだ困っている母親がいる、困ってい
るのは自分だけではないと思いました。
よい先生もたくさんいるとわかって少し
ホッとしました。

父親Ｃ

・キャンプに行くまでは、普通小学校に
いくか養護学校にいくかの選択に迷って
いて、進学についての意見が夫婦でまと
まらなかった。意見が対立するようなら
妻の意見を尊重するつもりだったが、２
人の意見が同じにまとまった。夫婦の中
で、「子どもがどういったことをしたい
か」という目標を決めて、それに一番い
い学校はどこかを考えればいいという話
になり、気持ちの整理がついた。

父親Ｄ

・単身赴任で十分に息子の様子を見れて
いなかったのですが、団体行動をする上
で息子の行動を観察でき、今の現状を前
より理解することができた。



きた（父親D）」など，母親の精神的負担や疲
労感を，現実的なものとして理解したと思われ
る。
また，母親Ｂ・母親Ｃ・母親Ｄの記述からは，
キャンプ参加が家族での思い出を共有できる出
来事となったことが伺える。このような家族共
通の経験をすることは，ことばでの表出が困難
な場合がある障害児を育てる家族にとって，子
どもの思いを親が理解でき，共感できる機会と
なった。

Ⅳ．総合考察

保護者の自由記述によるアンケートを実施
し，保護者が様々な思いを持ってキャンプに参
加をしたこと，参加前後での気持ちの変化があ
ったことが分かった。自由記述によって回答を
求めたことで，キャンプの良い点，また改善点
が明示された。また，保護者が望んでいる支援
についても，なぜそのような思いに至ったのか
という理由が記述されたことで，今後必要と思
われる支援が明確になった。
キャンプに参加した保護者が療育キャンプに

求める支援として，ネットワークの構築，きょ
うだいへの支援，大人だけで話し合える場の提
供，家族共通の経験をする機会の４点があるこ
とが示唆された。この結果は，林ら（2000）の
報告と類似していた。しかし，本研究では，保
護者からの自由記述により明らかにしたため
に，保護者が抱えている思いのより深い部分を
理解することが可能となったと思われる。また，
保護者がきょうだいへの支援，大人だけで話し
合える場を求めていることも，新たに明らかに
なった。キャンプに参加した感想を尋ねた項目
では，夜のお話の会に関する記述が多くみられ
たことからも，保護者が子どものことを気にせ
ず大人だけで話し合える機会を特に必要として
いることが伺えた。今回の療育キャンプでは，
保護者同士の交流を主たる目的とした点，きょ
うだいもともに家族全員で参加できる点におい
て保護者が持つ４つのニーズに合致したもので
あったことが考えられる。
だが，キャンプで保護者のネットワーク構築

がなされても，これまでのような年１回開催の
キャンプだけではイベント的な活動となってし
まい，保護者のニーズに対して十分応えられな
いことが危惧される。そこで，キャンプで知り
合った保護者やスタッフが，キャンプ後も定期
的に交流できる場の提供が必要であると考え

る。療育キャンプで構築されたネットワークを
継続させていくことで，より強いネットワーク
となることが予想される。また，先輩保護者が
自らの経験を話すことは，他の保護者に対して
も大きな支援となることが考えられる。子育て
支援の流れにおいては，母親同士がサポートグ
ループを構成する子育てサークルと呼ばれる活
動がある（原田，1996；津田，2003；管田，
2007）。管田（2007）は，子育てサークル運営
に関してスタッフである母親にインタビューを
行った。その結果，母親自身が専門的な知識や
技術を活かしてサークル活動に参加すること
が，子育てをする母親としてだけでなく，母親
の社会的な力を発揮できる場となったことを示
した。障害幼児の育児は精神的・肉体的疲労が
大きいために，このような活動は逆に保護者の
負担となることも推測され，育児サークル活動
の効果をそのまま当てはめることは難しいかも
しれない。しかし，参加者の中には「この活動
を継続させるために，何か出来ることがあれば
言って欲しい」という母親もいた。母親が自ら
の子育ての経験を活かし社会に関わることで，
母親自身の自己肯定感を高めたり，子育てへの
意欲を高めることにつながることも考えられ
る。
これらのことから，今後の療育キャンプのあ

り方について，子どもの疾病や障害の治療・予
防的な役割だけでなく，保護者支援という可能
性を持つことが示唆された。
今後の課題は，保護者が求める支援の実現に

むけて，交流の場の継続など具体的な方策を検
討していくことである。
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